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　 4)骨移植における骨細胞に対する傷害の影響
について
　　　　　　　　　　　　　　　　 ○小倉　章暢
　　　　　　　　　　　(奥羽大・大学院 ・保存修復)
【目　 的】骨移植は,歯 科臨床で多く行われ る手
法であるが,治 癒形態には不明な点が多い。近年,
骨代謝の分野で骨細胞の役割が注 目を集めており,
メカノセンサーとしての役割だけでなく,骨代謝
を調節している可能性が示唆 されている。そこで
この骨細胞に注 目し,骨移植での役割を解析 した。
【材料と方法】実験動物は10週齢メスSDラ ッ ト
を用いた。麻酔後,脛 骨を露出 させ,バ ーにて
1mm×3mmの骨欠損 を形成 した。その後,同 部
に骨移植片を埋入 した。移植片は,摘 出した脛骨
を皮質骨のみとし,1mm×3mmの小片に加工 し
た後,沸 騰水 中で20分間加熱 して骨細胞 を不活
化 した。骨移植は,左側に沸騰骨(Boiled群)を,
右側 には未処理の骨片(Control群)を挿入 した。
試料採取は,埋入後14日と28日に実施 し,軟エ ッ
クス線写真撮影後,脱 灰 を行い,連 続切片を作製,
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免疫組織学的染色 を施 した。
【結　果】Boiled群で は骨細胞 が不活化 され,
形態的変化が生 じた。 軟エ ックス線による評価
では,Boiled群における移植骨周囲の癒合が促
進 され る所見が認め られた。H-E染 色所見で,
Boiled群では移植骨の吸収が早期 に生 じる所見
が認 め られた。　免疫 組織 化学 的解析 の結果,
Sclerostin,　DMP-1,　LEF-1およびOsteopontin
の発現が,移 植後14日の時点でBoiled群におい
て高 く認められた。
【考　察】骨細胞の不活化が骨移植後の代謝に与
える影響 を検討 した結果,Boiled群ではControl
群 と比較 して骨吸収が著明に進行 し,新生骨への
置換が促進 された。これは,骨 細胞が不活化され
た骨は,Scaffoldとして利用され る可能性が高い
と考えられる。Control群では,骨 吸収が生 じず
に周囲骨と連続性 を獲得す ることから,骨細胞 よ
りシグナルが伝達 され,移 植骨が皮質骨として利
用 される可能性が考えられた。
【結　論】骨細胞の不活化が,移 植後の治癒過程
に影響する。
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